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プ

ー

ケ
ッ

ト

に

お

け
る

九
皇

會
は
、

「

地
域
の

祝

祭
」

と

「

国
際
的

な

祝
祭
」

の

両
様
の

性
格
を
も
つ

。

い

ず
れ

の

場
合
に

お

い

て

も、

こ

の

祭

り
を

盛
行
に

導
い

て

い

る

の

は

祭
典
の

も
つ

多
義
性
で

あ
る

。

祭
り
の

目

的
は
、

祈
願
の

成
就

、

地
域

社
会
の

融
和

、

自
己
の

帰
属
の

確
認、

菜

食

の

享

受
、

物
見
遊
山
な
ど

、

宗
教
・

世

俗
の

両
面
で

人
ご

と

に

多
岐
に

わ

た
り

、

そ
れ
に
応
じ
て

意
義
も

様
々

に

分
か
れ
る

。

こ

の

よ

う
な
祭
り
の

あ
り

方
を
可
能
に

し
た

要
因
と
し
て

、

島
の

顕
著
な
国
際
観
光
地

化、

お

よ
び

高
度

情
報
化
や
グ
ロ

ー

バ

リ
ズ
ム

の

進
展
に

伴
う
庶
民
の

意
識
の

変

化、

と

り
わ

け
宗
教
が

人
々

に

果
た

す
役
割
の

変
化
を

指
摘
で

き
る

。

皮

肉
で

は

あ
る

が、

現
代
社
会
の

脱
宗
教
的
な
風
潮
・

趨
勢
が

、

こ

の

祭
り

を

類
稀
な

華
々

し

い

イ

ベ

ン

ト
に

仕
立

て

上

げ
て

い

る

と

言
う
こ

と
が
で

き
る
。

本
報
告
で

は
、

マ

レ

ー

シ

ア

の

事
例
と

対
照
し

な
が
ら

、

祭
礼
の

参
与
者
へ

の

イ
ン

タ

ビ

ュ

！

結
果
な
ど
も

交
え
、

国
際
ツ

ー

リ

ズ
ム

の

恩

恵
に

浴
す
る

プ
ー

ケ
ッ

ト

島
の

九
皇

會
の

特
質
と

意

義
の

変
容
な
ど
に

つ

い

て

論
述
す
る

。

九

曜
信
仰
と

聖
地
巡
礼

　
　
　

南
イ
ン

ド
、

タ
ミ

ル
・

ナ

ー

ド
ゥ

州
の

事
例
か
ら

飯

塚

真

弓

　

本
発

表
で

は
、

タ

ミ

ル

に

お

け
る

九

曜
信
仰
と
そ

の

聖
地

巡
礼
を

事
例

に
、

巡
礼
に

お

け
る

集
団

性
と

個
人
主

義
的
傾
向
の

対
立
に

つ

い

て、

入

類

学
的
調
査
に

よ

り
検
討

す
る

こ

と
を
目

的
と
す
る

。

先
行

研
究
よ

り
、

イ
ン

ド
の

聖
地
巡

礼
に
は

、

集
団
統
合

的
機
能
（
境

界
維
持
機
能）
、

既

存
の

カ

ー

ス

ト
関

係
を
越
え
る

コ

ミ
ュ

ニ

タ

ス

的
性

格、

さ
ら
に

佃
人

的

な

側
面
が

あ
る

と
想

定
し

、

具
体
的
な

事
例
を

分
析
し

て

い

く
。

　

九

曜
（
ナ

ヴ
ァ

グ
ラ
バ
）

信
仰
と

は
、

占
星
術
的

知
識
に
も
と、、
つ

き

神

格
化
さ

れ
た
九
つ

の

惑
星
へ

の

信
仰
を
指
し

、

惑
星
同
士

、

星
座
や

星

宿

と

の

相
性
が
星
の

障
り
（
グ
ラ
バ

・

ド
ー

シ

ャ
）

と

し
て

人
間
の

不
幸
や

吉
凶
を
左
右
す
る

。

そ
の

特
徴
は
、

悪
霊
や
死
霊
と

同
列
に

位
置
づ

け
ら

れ
る
下

位
的
神
格
で

あ
り
な
が

ら

も
、

自
立
し
た

天
体
の

動
き
と

し
て

超

越
的
影
響
力
を
持
つ

両
義
性
に

あ
る

。

そ
れ
ゆ
え
、

天

体
の

運
行
と

個
人

の

時
の

流
れ

の

宥
和
を
は

か

る

た

め
、

九

曜
神
そ

の

も
の

へ

の

祈
願
が
必

要
と

な
る

。

特
に、

南
イ
ン

ド、

タ

ミ

ル
・

ナ

！

ド
ゥ

州
中

部
地

方
で

は
、

元
来
地
上

で

の

領
域

性
を

持
た
な
い

こ

れ

ら
天

空
の

惑
星
を

特
定
の

場
に

定
位
さ
せ

、

独
特
の

聖
地
ネ
ッ

ト

ワ

ー

ク

が

形
成
さ
れ
て

お

り、

惑

星
と

個
人
の

関
係

性
を
最
適
化

す
る

手
段
と
し

て

九

曜
神
巡

礼
を

位
置
づ

け
る

こ

と
が
で

き
る

。

　

本
発

表
で

は
、

以
上
の

九
曜
神
寺
院
を
ル

ー

ト
に

含
む

、

民
間
の

巡

礼

ツ

ア

ー
「

バ

ク

テ

ィ
・

ウ

ラ

ー
」

で

の

参
与
観
察
を
も
と
に、

九

曜
信
仰

に

み
ら
れ
る
巡
礼
の

集
団
性
の

解
体
に

つ

い

て

考
察
し
て

い

く
。

こ

こ

で

の

集
団
と

は
、

第
一

に
宗
派、

第
二

に

高
位
力

i
ス

ト
性、

第
三
に

集
団

で

行
う
儀
礼
的
な
行
為
に

よ
っ

て

認
め

ら

れ
る

集
合
性
を
指
す

。

巡
礼
集

団
と

し
て

の

バ

ク

テ

ィ
・

ウ

ラ

ー

は
、

参
加
者
が

高
位
力

！

ス

ト、

特
に

ヴ
ィ

シ
ュ

ヌ

派
の

バ

ラ

モ

ン

で

占
め

ら
れ
、

巡
礼
ス

タ

イ
ル

と

し
て

は

排

他
性
が

強
く

、

浄
性
へ

の

厳
格
さ
が

特
徴
で

あ
る
。

さ

ら
に

、

常
連
の

多

さ

や
日

常
生

活
に

お
い

て

も
同

好
会
の

よ

う
な

組
織
と

し
て

宗
教
活
動
や

市
民
活
動
を
行
い

、

巡
礼
の

場
の

み

な
ら

ず
、

既
に

組

織
化
さ
れ

た

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

の

様
相
を
み

せ

て

い

る

こ

と
で

あ
る

。
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し
か

し、

以

上

の

よ

う
な
集
団
性
が

九

曜
信
仰
の

場
で

は

否
定
さ
れ
て

い

る

様
子
が
見
ら
れ
た

。

ま
ず、

宗
派
の

超
越
で

あ
る

。

九

曜
神
寺
院
は

シ

ヴ
ァ

派
寺
院
で

あ
る
に

も
関
わ

ら

ず、

ヴ
イ

シ
ュ

ヌ

派
信
者
も
積
極
的

に
参
拝
し

、

供
物
の

授
受
な
ど

が
観
察
さ
れ
た

。

次
に
、

高

位
力

ー

ス

ト

性
の

ゆ

ら
ぎ
で

あ
る

。

一

般
に

高
位
ヵ

i
ス

ト
ほ

ど

神
格
の

高
い

大
神
を

信

仰
す
る

傾
向
に

あ
る

が

巡
礼

者
た
ち
は

神
格
と

し
て

は
下

位
に

位
置
づ

け
ら
れ

た
九

曜
神
へ

の

参
拝
を
重
視
し
て

い

た
。

ま
た

他
の

巡
礼
者
と
共

に

寺
院
の

前
で

コ

ー

ラ

ム

（

米
粉
の

吉
祥
文
様
）

を
描

く
な
ど

、

集
団
と

し

て

の

排
他
性
も

崩
れ

て

い

る

様
子
が

み

ら

れ

た
。

さ
ら

に
、

九

曜
信
仰

は

占
星
術
に
よ

る

個
人
と

星
神
と
の

関
係
に

よ
っ

て

規
定
さ
れ
る

個
別
選

択
的
な
信
仰
実
践
で

あ
り

、

儀
礼
的
な
行
為
の

集
合
性
は

み
ら
れ
な
か

っ

た
。

つ

ま
り、

九

曜
信
仰
に

は
、

宗
派
性
の

侵
犯、

カ

ー

ス

ト
に
よ
る

神

格
お
よ

び
人
的
交
流
の

排
他
性
の

欠
如、

個
人
主

義
的
な
宗
教
実
践
な
ど

か
ら

、

巡
礼
そ

の

も
の

の

反
集
団
的
あ
る
い

は

個
人
主
義
的
性
格
が

認
め

ら

れ
る

。

　
一

方
、

四

分
の

三

を

占
め

て

い

た
女
性

参
加

者
と
九

曜
神
巡
礼
の

関
係

に

着
目
し

て

み

る
。

高
位
力

ー

ス

ト
の

ジ
ェ

ン

ダ
ー

規

範
と
し

て
、

女
性

の

逸

脱
し

た

行
為
と

浄
性
は

集
団
の

名
誉
に

関
わ
る

た

め

に
、

基

本
的
に

旅
行
や

外
出
は

好
ま
し
く
な
い

と

考
え
ら
れ

て

い

る
。

し
か
し
、

巡
礼
に

お

け
る

宗

教
的
な
探
究

は

信
仰
深
い

妻
や

母
と

し

て

是
認

さ
れ
る

。

ま

た
、

常
連
の

多
さ、

カ

ー

ス

ト
構
成
と

浄
性
へ

の

厳
格
な
配
慮
は
、

参
加

者
の

み

な
ら

ず、

送
り
出
す
側
の

信
頼
や

安
心
感
に

も
繋
が
っ

て

い

る
。

さ
ら
に

、

九

曜
信
仰
の

性
格
は、

下
位
神
格
故
に

現
世
利
益
的
だ

が、

同

時
に

超
越

的
な
運

命
論
的

性
質
が

特
徴
で

あ
る

。

九
曜
神
巡
礼
で

は、

巡

礼
者

自
身
の

み

な

ら

ず、

家
族
に

影
響
し

う
る
星
の

障
り
を

軽
減
し

、

健

康
や
学
業
の

成
功
な
ど

現
世
的
願
い

を
祈
願
す
る
こ

と

に

よ
っ

て

良
き
妻

や

母
を

体
現
す
る
実
践
と

も
な
っ

て

い

る
の

で

あ
る

。
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